
執筆者紹介（掲載順）

執筆者	 ①職位（所属）、②専門分野、③主な担当科目、
	 ④教育・研究業績、地域貢献などの紹介

ディビッド・ウィリアムズ	①教授（観光学部）
	 ②観光学
	 ③国際観光（欧州研究）、観光ゼミナールⅠ＆Ⅱ、English	for	Tourism Ⅱ
	 ④ 	Asia	Pacific	Association	for	International	Education,	全国語学教育学

会、北東アジア言語教育学会、論文「The	global	reach	of	internships:	
Experiencing	the	Disney	Academic	English	Internship	Program」（『北
東アジア言語教育学会	2013	Conference	Proceedings』５号、23-42,	
2013 年）

岩本　英和	 ①助教（観光学部）
	 ②観光学
	 ③イベント・コンベンション、エコツーリズム、観光プロジェクトなど
	 ④	日本観光研究学会。論文「Extraction	of	know-how	for	attracting	

international	conventions	from	a	questionnaire	survey	of	experienced	
person」（『Journal	of	Global	Tourism	Research』第３巻、第２号、2018年）
など。

内山　達也	 ①准教授（観光学部）
	 ②考古学
	 ③キャリア形成、観光プロジェクト、観光ゼミナール
	 ④	文化人類学会。論文「南房総地域を訪れる旅行者の観光動機に関する

一考察」（『城西国際大学観光学部紀要』、第 26 巻	第６号、2018 年）。

于　　　航	 ①准教授（観光学部）
	 ②観光地域論
	 ③	国際観光（アジア）、ウェルネス観光（温泉観光学）、地域観光（鴨川・

千葉）、ウェルネス観光（ヘルス・セラピー観光）、観光概論など
	 ④	日本温泉地域学会。日本観光研究学会。「外国人目線から見た東北ス

ノーコンテンツ魅力に関する一考察」（「城西国際大学紀要」第 26 巻，
第６号（観光学部）、2018 年）

山本　　剛	 ①助教（観光学部）
	 ②観光学
	 ③観光実務基礎、観光ビジネス研究Ⅰ（旅行業）、キャリア形成など
	 ④	日本観光研究学会。第33回	日本観光研究学会全国大会研究発表会「旅

行形態別に見る旅行者の観光動向に関する研究〜千葉県南房総地域を



事例に〜」（2018）。ビジネスクリエイター研究学会。第９回ホスピタ
リティマネジメント研究会「ホスピタリティ価値の視点からとらえる
観光客のニーズと観光振興施策とは」（2018）。ビジネスクリエイター
研究学会第 18 回報告「「訪日外国人の個人旅行需要による地方創生の
実現と既存公共交通ネットワーク活用の研究」（2017）」

大澤　　幸	 ①助教（観光学部）
	 ② Japanese	Visual	Culture
	 ③世界の中の日本、観光プロジェクト、フィールド基礎演習など
	 ④ 	Association	 for	Asian	Studies.	“What	does	Anime	Tourism	Really	

Mean?	The	Locals	Meet	 the	Anime	Fans	Who	Celebrate	Anime	
Pilgrimage	Sites”	The	Asian	Studies	Conference	Japan	(2018).	“Actors	
and	Audience,	Collaboration,	Ritual,	 and	Devotion:	 Super	Kabuki	
II	and	 the	Fusion	of	Traditional	and	Popular	Culture”	The	Asian	
Conference	on	Asian	Studies	 (2018).	“What	Lagrange	has	brought	
to	 and	created	 in	 the	virtual	world	 and	 the	 rural	 community	 in	
Kamogawa”	Critical	Tourism	Studies	Asia-Pacific	Conference	(2018)

山本　　剛	 ①助教（観光学部）
	 ②観光学
	 ③観光実務基礎、観光ビジネス研究Ⅰ（旅行業）、キャリア形成など
	 ④	日本観光研究学会。第33回	日本観光研究学会全国大会研究発表会「旅

行形態別に見る旅行者の観光動向に関する研究〜千葉県南房総地域を
事例に〜」（2018）。ビジネスクリエイター研究学会。第９回ホスピタ
リティマネジメント研究会「ホスピタリティ価値の視点からとらえる
観光客のニーズと観光振興施策とは」（2018）。ビジネスクリエイター
研究学会第 18 回報告「「訪日外国人の個人旅行需要による地方創生の
実現と既存公共交通ネットワーク活用の研究」（2017）」

姜　　東星	 ①助教（観光学部）
	 ②比較文化・女性学
	 ③中国語（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）、基礎日本語など
	 ④	日本社会文学会。訳書『高等教育とはいかにあるべきか』（共訳、学

校法人城西大学出版会、2017 年）、批評・翻訳「世界で最も美しい大
通り」（『城西国際大学紀要』第 26 巻第６号、2018 年）など

中沢信一郎	 ①教授（観光学部）
	 ②建築史・都市史
	 ③世界遺産論、社会学概論、観光と文化など
	 ④	日本観光研究学会。論文「トポフィリアの涵養と醸成、あるいは場所

の記憶：千葉県浦安市のホスピタリティ・ツーリズム研究」（『第 30
回	日本観光研究学会全国大会学術論文集』、2015 年 11 月）。




